
fl轍 である.'.Lづh

b由投は上rこ凹t=̀臥巡L=済

まし.f月盤根のナそは 】.500
-2.∝恥 B I:近づい てい

る｡桝 の棚 県は願

の皮力から見て下に位する

のは当落であろう｡

V 冶 桔

水,丁ルつ-A.,y タ七

サン,;a .放鳥書の液件
について.r･tr(ム0.95g/CC
∽og)のば発だ軌 こ上る■
卓i=速度を苑昏'J=｡

この内では.7 7七 ワ

1/.y9,-ルが表在で,

チ-】-ルがそれL=つぎ,

仰

a

仰

沖

抑

W

I

析

q
z
式
漣

<

寒

水魚はJtも低速である.畑 の狂逗蛭は,これらの琵 文

が体の

叫ではJtも剛 Tl胞 と高い児玉をもつ こ̀めこ考 (]) 6:)F式仙 プこSL也 15257(】954)えられる｡ (2) Jt X,LDLZ T】lm F110rFLDYrA,D FR

ACTtW文,水内の遠望拙 島良を巳の突放こ比較しJ二が, orSoLIDSP 32(事950)

その他の液体'=ついての和実尻は今の析見当って''な (3) A A GFHmTTITraTISRo)

.Soc･Londo71い｡ Ser^ 221)も

3(1921)絶えず曳け･-f以て指¥,職 される村田払T3士,董 (･i) R H CoLZ= t

l.lDm-W.,班 EzT'LCNSl0ゴEpぴに
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ll.1■艮屯練 .･坊合で･1不発を蓋ずるこ'1,･あるこ L,,てヰえていTjr.･句帆町野時阿互J瓜火時代･三m ')

とẐ明らかE=LTこ*Zm･研究であ;3.榊 はかかるJ* で送-･二hく正銘分布をILしてJ" '/†て居るので二

台のことは等8lt一入lげ 欝脚 で乱写も,-JJS合の}LI= の各 の々ぼ率髄 ケ巧姓!=入れて論ぜねr王li:らねこと

っ.･て良7iしてふ ･こ｡ にTLる.fD'･,E沌i:iq鼓電話もるJt合の育男のITE3I'

この他ヨ:-_対して今立突Zt己hていrL'研究.三河rLも 矧 ~守的.こ石り虫J,､LねはTlらTJ･､｡

瓜火時間及びそrL書のバケツ+g,-E考息に入 れ TLい

きIatlCal.-L考え方であっ'二がこれらの事田を巧zIl;入

れて叶禿てf.=も7･脚 気発鞍,'t dlrTLaTnIEnIに考 1

えてふ■こ.即ち先づ恭一'二相 t詑ある場合の不発攻

田兜鏡の開祖を愉 勺(=併明しこの丈と紬 CEの正合

性 Ẑ群ぺることにし'=.弟二に笑額党鼓の現萌.ニR･.

て州印とtJ.･るのほが-の如き不発4･藍の恥 で.土flく

てこの先般が成桝 -ちか失敗す,-Jかといンことを何州i i

L二知ることでbろからこa)解決淡を一讃に媒酌してJA

T二｡黙しこれ･''=つの手法 も現柵 IL見地'J'ちはかけ

■111こ漆があるのでより集配的TL州宅加L)ち紙背封殺付

tL尽t甘 三̀Tk中で芳良でせる牧舎.三賞売可冊 .まと小

払 二位下するものでbるか又ビュー̂ ･柏 -i有戴1､ど

うかというt*.'L瓜を換対してJL■二｡

第 1 I

恭 l区のb]さPf紛 のみでdtT諌ある正式E三吉のJ8

台を考えると朋 OT.L気領軌 二はたたt沈 √が謙れ中

央滞.ニT_･る(=従ってだ護の●この.ニ℡良書 王畑 .二度下

し中央箱のt気I甘 二三桃 (･が軌 ることl=

TLる.この年合の不発の発生を幻2団 こより院式的'二

郎 すれはTTLろt近位がま捜もろ一二の!:大小 ん L=

TLケ ことし･二g5台 J〇･辞 1るt気tZ甘.土lJ'Lる平明

片肺 時riZ旗:こ侍 だVその荘列コ日吉.主桁■こhる91:つ

{この巧P,.1内.二十′-てC花泉守廿も点火しておれば不

弟は生じ/Lいb,1-7この最牧稚汗蛸が ruとfjること

1 T. 1

七一(I+Nl)点し乍らだ邑t汗ある頃合,'f謂

l)二速ぺ●二日さけ計孝的力法 二上りtZ姓かうこと

は臣事である｡なんとt.･れtZ一定の苛7''搾t=てqn ℡

管の｣苫一個を焚火さ-_･甥 き.ま点火Brie.主脚

てこ支光三れ'二分布･'Lして官りその遜.ま正財 布■であす .:∂1

〉iEZRt払 '.ある筏合は餌】Eg.:永ナb]くd々

a)駁 ℡甘lニ琵れる胃計F.エ繋絶掛 ･lま掠抜5の絶

牧風 二上りそれぞれAる齢 L,あり甘'･は玖店は同じでも'

J牧舎もあろフIJ･とlニか く救大田√とJt小GZTmの

rb=一定の罪罷焦しL:Aケ 二tiをとるI)りである C

侶し上述せる如 (純一TE柿餅tニ町してはl'lJ(時riZtは正規分布をしておるのIP

.-払=
:.

ー
AL犬叶

州 工I L .lTLはtZiから扇=/JLであるさま =]･のむ .IIo上T)も小 こ己f lrll･ の各 ･々こ句し

て･三郎 EDbく正洗さけれ:L不発茨句繕 ずることtこ{;｡ [･の書が To 分有をして･･るわ111は 拝約･二/+ili

･LZのナ yブJL･よワ大(_･rL!出 払莞姪することL=.I:る｡nL以上の技 を掛 l･紬 るE日Jl'Fy･1-分75して

P.･このて珊 )で述CI[=l畑 坪田祈年Ⅶ互プ点火時瑚そそれぞIt平篤中と - ここ何じく



- A:-:｣ :-:.:一一
Ea 4 (Egl小友の q-1王恥のZBtI)

R≦- ([)

が斉発の依拝式とfLる｡ここt:Tは丑大7KSkJ班 ′(-_対

する711は時r.hである｡燃し荊 3圏の分取 工同一同派TELA

I=対しては正演分布であ,-Jが ′.rl. T..全体に見

I_換金はit着没の状況にJ:I)そのT.q産衣り分祁法則に従

わない分相となることは上取の親明によりU)らかであ

る｡従って JI≦-の先の先議TJm稚の様l:liid:められ

{こいbけである｡

そこで方JのP_点より柾等為的tL考t8̂/怒り入れてiFii

汲句読ある蟻合の斉発発火の閃Ⅶi･考えT=｡如4国tニ

於Y.て 左は蜘 謎や′の時の屯捕勿苦特Wの分布を

荒し毛は稚放任 /Nの時の点火時rflTの分布を戻すもの

とする｡RL)ち荘醍坊貰蒋rqllの平卑(丘をtふ.その分政争

の●.慰 '-)○

今この二つの分布からを一女苑泉作れ :歩き取つ●二時

の抄時をそれぞれ 恥.1-こすrLは

r>≧ 1' (2)

が涙洩甘藷ある等合の全文荒淫する抜作式となる｡ll

んとTLわは連荘授 ･>時相でそのiE邦担恥は切新され

るのでそれ迄1=最低電讃抄SiAilる駁 ず管も放火して

い･'LLlわはtlらT_Lr･tがこの点火造E=!三･一時間を要す

るから 恥≧′■なら長珊 鞍の軌 tるt矢田廿の息火

20

時馳 l上3tしていること[=lLるからこの下℡も発火

するわけである.∈てこの良筆を淡める,'=めgl･1B-1.

I_,ろ書の分布を考えると9は平考 II-I.-I.汝準唱邑

Vの,+∫.7の分布に従う｡それで '.≧'.といつ こと

は専するに y≧0ということであるからy≧0となる

FE事を攻めかtfよP.Iがこれは分布域 を0から一Zで

按分レT_ものである｡これは分欄 ミ･洗埠化して

J-亡y-(folI.)〕Iv'q';十V.≡ti:るLlニ於,て

∫-0としTこ場合の 一の后 IE,より叫 こ至るiZの正決分

布の男絞まである｡従って求めろ解 p(I).ま

巧 :t,.寿 -号 ･,I ("
V'E,53f石T

とJE,vJ｡故にL一.∫,.qb.qeの任を知川 まタ(L)のlr

は拭け敷岱表より洩めることが出妥る,

次1=計糖 につlて述べる｡恭5回につr,､てth試.屯

滋を朗 し.Fg漁が3'るJkeL一二ついて連へる｡屯尻甘管

の平均魚火時間畠Rfz｣ 平特電馬脚 riE会規をJI

とする｡この何曲級の褒め万は前記で迂-T二通りであ

るt,I) さてt誰はim なのでその併:ま再糊とともI=変

化し''_-ド.今点大t凍tiI.七小耳琵官 /Jlとすると

(なるt誰とB色絵の交点迄の韓TMII▲はその荘河井

鼓堅強に可鼓が茂逢しうる平均時rL'nを云してい る.こ

のモ謙伊の船 のせばBXEBWd.a)分t丈叫 も策確出妄

て蓑京されている｡又Jt小宅課柾 r̂ に符する平均点

火時間 f■'Biぴその分取 qeも同じく攻めらilろので

(3)式にこれらの節をft入して!什井す川 よそのザIL弗

鼓を何回も摂志しTこ場合の甜 する確率を求めること

が出来るわけである｡

使用niEiJ.:コ ソ デソサー式発破黙S･用い/二相 まⅦ

洗伐は時rLhとともに変化するので正路の3eJ合担仰qiで

はない｡即ち約6団に於いて ノ1.B 此奴は従所･の切

合とrqじであるがJt大屯iF..T及びJt小顎班 T,'はEZZの

如く時Ⅷとともに変化する｡この特有#}屯謙班はそれ

ぞれ取扱の如くなり Jo,Ì‡ま頭上に求められるのでこ

の各々:=吋する分触 り 及び 巾 も炎より決められる

ので(3)式の計恥 t妊】来るわIである｡さて時間こ と

も!=芯経世の変化する様子は職 Jを T. T y.,IT.

土ネルf一雨女色路の抵荒をJ'*一 二 . 7 yT yサ ー

の容丘を077クワFとすttは (夢技の軸 位′Ty
^Tは √-J〆-.左石~なる式から決められる｡然しブ
ソ1Jソナー式発せ怨を使って電束丁菅の発火i･行うJa

合は発火立の時rtは通常毎めて短いので称 を行う韻

合は和花王私=ついてI仰 しても大iy_-.･と伝貸してJ-/



苛気町#lこJqナ房焚 く郊･1≠) 1.Ig

tlte _ 3

回 bる□(講この但R =は色々と意見軸 のある瓜と.払う｡例え

1糊 のYlqL'B魚帝を考え1こ牧舎は内包とTjる点であろう｡)故に破綻屯摂J-_'用いる壌

合及び コソfyサー発散鉱を用いる横合最大花班rl_p決めるt=は任用見渡のREEtTと出 走

の合成W ,JP'そ実澗すわは √-竃≡… t'/JI･式より求め

ることが出来る｡JtJJ､TE汁q(rn7_p勅

)るには次の如くづilはよい｡敵 氏一Iz=よれはq:

炭田官の也 瓦 JZ.,m の縫椀 莞抗 凡･斉発倣 S-2nが与えられると

PdZ00BhーI(]+JI.IIZb).)k
V'RdPd2+(/ZJ2)tが定よりJ･1･-2J''anh♪pより入力靖子上り且;=合成

抵抗 ノ'Lが3W されるので ]:,と母投の放抗及び発破符の特性により母指に洗

Ilる･Tm nち最大昭弘)l求ゎられる.従って Ar･

-TJl-】/cosh･L8 上り長小℡耽/･Lが淡め{>Llると送へている.この JZoとJ7.との

国保並びに rJTと RdJJ｡ との国保はE3茶化解 式会

辻の高山氏により許転に軒許されダタフとなっているD同氏の作

成 し一二衣 より妓鞘駅 し1=ものを妨 TEgl恭8ZEl

に元十｡次に弊政軌について不対の柾韓を計併 しでみ7こ｡

ik宅ある鵜舟を曜 勤 こ



ピ 望 ｡

‡くり 90 tO

コケl-1▼一組

V..- 500V

CI ▲8rf

の桝 等七･をも考 えI:入日 ユは/1･t,h 二IJl.I.るが前

雫で述へ こ考え/Jで もか･'irI突俄鰍 二台 ソ虻J'E売して

いるので先ず充分 こして箆支ILIJ･'}う｡

類 )実ちらの現梢の文辞 二放 ･て :ジ書'.の.主訴 で述

べ･こわ き不je巽東丹生J:恥 で.lr. .打 ち桝 TL7T

罪.二上って芙S～1-･成功F一ろか九枚す,-Jt･ニ ーうことを

繁るここ1.1大9]''=ある｡I.の手it.▲稚̂'氏イ'の研究一二

出て,..るので二つ/)法で庁つ .租 の五qGt'_I,～T; タ考

二十ろコ

光政 二三33文妨ly1ソー一式叫 r,二.て良打

,:I: p 三器 ‡;三 ::三 言誌 F?.三 言芸 墓誌 ;芸 誓芸慧 三雲三完 諾 警 諾 :芸竺;

V,孤, O20 0.20 320 C2,J8･20 0･-3 き酢 蛸 ･こ｡舶 二九 ･二人 〃.i句9ED l･ZT

ん Amp l25 ]3日 19-812･CB 2･Sa 3J)tT.押 '-.広軌 売 -.乙.
I.m■ 2.30 2.0〇 一TS 43 1.05 0.T5

.. nliB O.17 0.Z50,5 DI OO8 0.05 節 2 7#-

I
II

_

'

lI

一I
l
●
■●●●

TlJ4
4
4
●●●●

=1144-1.
4-t.

･
.
･
..
:

,■~.
､

詔分のth(書JPの年JH:-i.
I-i,-J部分のt託す腎L=t
泣

ilる屯流(()の力のt淡(lN)が放れることになる｡
可

変抵沈OFL漕当I:礼状するこhJ:より可読脱√を埜化

させて炎魚を渦桝.:.
この地位こ(3)式.二
よる計弊

l:一 ､●
l

=1 74
JTJHG2I.

-4 74
光qL故 fIJ ' ■

'̂fI欺 7/. ZI●

誓紙 等_ 災 空 中 ■･ 毎号妄 蒜

* 畝 1㌢成 折 伏 tt I) fl
lAm_p)_

^ B ICO 90めTO叫 58 i O J . =9 05 T I-

bOl00 一一一 一 - - --1555 2.75

- -I- OLIOl(わ - ---LHlJ.lb

一 一一一一.- - - ObOt0 - -

e 8SOTOTO100 - - 1--5CO 2 50

完JA 叩lニ10mJDJIkk捜召しABtAtt.;の屯曳訂鞭 と

も完催 した稚1㌢のF11欺 t百分rfqで示した｡

こ卓tらのダーp-上り七 大で汝丑/】七維 MllJ?!tるの

で窮l呼:の如き辛党可拡 fR雌 が柑･-'ilる ,

仙切 riJl.1る斡皮に-歎 Iろかを洩めてJL'こ｡7Eの英

Jia)成軌皇JL:計 井'･=必暮'-Jt大t流せ√丑1{その場 Ⅰ.

~.J デul=.:I:I:/ -'ミ∴ 1./ -'l'.' 丁 ...

放(J.)及こけ㈱ !そ茄 l滅'こ一指.Jたがや刺はこ計
7r位 こはかlLり上',.十鼓 を/.Lせている.

井2暮 せ& 徒の合皮抵鏡 を判定 して

典故 の成否 主知 も方法

･.il 一･jlo
この斉発可並Bl1513,:･放つJ見出 1水鶏1,I.か

tJかh]る!:は牡本庄のFRIJ･-'次の由:すIL:f=いこ

と22以上述- ■こ考え方Ei虫大社綬6((I)の

屯
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が分る｡

① uk常腎一触の抵抗鮮 ⊂JIけ]ll_J預樫 する｡

e)粘糠銀の朗視軸 来ruL:放ける合成紋所⊂IT.],2･

光輝 する｡

ar)稚肪屯庄t'とWで求めp-IJ.と粒奴の抵抗 Rw

の和 JZ-JI一+JZ- より r-1'/Jノてる丈から昆読

tE【/コを双U)る｡

① Il一一Jtby97 (粥 7Eg)の指換慣款 (2")に

対する Jlp 曲級から絶継 親 [Rb〕を攻める.

払 rJl-ITJJZ.Yタフ 癖8回)の枯頓信教(か)

に付する '̂p 曲接+,J,(-r･=･冠T)〔(.〕を兼

める｡

⑳ 斉発棚 をuf,.･号より柴/･こT,二村LChより

淡めT二lrLが斉発肘 を示す51振乱 こ入ってttl.

ほその発軌 ま完頒･)-ち,出てい ‡tは不発卿 を呈

ずるE,

第3干 満洩モ淀ある社食の棄薮課の能力任

7及び ビニール押棒の有効性

ntで述べTこJJ法を用'Jilは個々の実軌 こつLて成

功か火肋かとい･)ことそ知り1'サろカlF沌ある接合 (那
ち水のある場所での発破)挑戦Kt集付の電気田常を使

い軸はLW鵜筏30分比で発散や行う場合は発散即の能力

はど州立1=低下するものか[_I.1うことを知って監くこ

とが和 党政作東1こ携わる人々.ことつて必窄むことで
ある｡

q:託す管用防奴として広くJu'いられて'L､る綿笹済戊

の絶雌 ,'f滞思してふ■こ,貞= zmの野良2えこ･.2才袋

させて水速水 =棚 し●二律の脈 抗を 12DVの

花圧をかけて泡浸しf=ところ203)C'位であっ1_｡そこ

で指扱†弧 の如何[=拘わらず魚宅の旅鰍 糊 !mの

忘分が托浸して'.､る堵合である三 ､i夫妻:TcTL位定を

して'->るB7E瑞宵℡ 】個の抵筑五･.eこするこ RJRJ

1200つとfJるので /〟(-)･VJId圧賀 (約8E52))よr)

fa:fEL2-乱二よT)(.イ 丑'J I7-佗/3.三それぞれ芥3漠

の如 くfJ:るので依用罪鼓摩.こよりT互J Tnの伊は攻

めrJれる｡さて第 316とポLO好の斉発可能切MJZは T)

花ESSOV 及び 4SCVの発鼓解の均合 (いずれも記

S吉瞥点 [00発耕)は噸 位の斉尭 火々が可応でありq:

庄 】50Vの発破於 (qeiをfftL,丸50発餅)の場合'ま大伴50

湖の稚列発火は可櫓でありEZD:35Vのもの (才己熊琴泣

LO発桝)では30九位a)先RJ/.可梶であるこ>_が分る.

即ち発臨終の賞児留滋の小E=むの.I.托78ある場合で

も比l物的茄呈力は低下しfdいわけである｡これは的3敦

のiEjdnW が少いbの粉 F,I/Tのほが大であることか

縫

目先払駐屯
庄
Ⅴ

那 yT iたこ温 ｡ 叫 介

/.1r O39 052 074 089095

R'(CL) 占8 54 42 28 20
SOt:. :: L…去 Z;∴ ;.三 芸 言

50(,'n ≡; :言 1冒言 霊 芸 ;

sot,'.喜… 二 3,; 三≡ 言ヲ

節4が JI‡:=呈孟u叫 介

098

】0

550

53.9

.i50

litl

15.0

lily

35

34

】0

09:≡

ら=J-)[_-.r▲JJt,IJことである｡

以上のte明:=はコソfyサーR故也でも征圧の人を

考正 二入fl-=ヤイタ.7チ7ク'Jr-を和 しfこ如く見ら

れるがこhほ酌 10【詔の残苑似鯛 を柑るに世用し'.:

SDal.59yl,のコソ1yサー式実放出のf-グーを

第3表の刃故怒r:-印 二者潤しT二島であるか らで あ

る｡即ち姉3表を鮒 .=肺肝Iるここは脚 IL▲_各党良

港 二つ''ll=水10tZ!の如き残発可能qI弧ヨrt作52してtE

きこれ_三池脚 してabiLへさである.そうナ書tはマ

イクコ7TクナFも考Etされ 二組 ◆得られるわ:TIT

ある〇

次 =指は.芯分即ちFl棚 鮎を護水こせるとその絶抜

毛読､三303位はこTごつTこ｡この世fl使って上す己の如き

大護荘1_-LR定をして計井してみるとqh 衣X{縛る｡酌

4襲こ荊10工詔より屈位5エOV及びAI5CVの党政縦では

43[=LHの斉発が可詣で止り取圧 】SOVの発敵船では3C)

発位の斉発が可伝であJ)犯庄35VのものでLi20催ilの

苛発が可能 と''lうことL=fJるO

以上の計瓢 二は母紋の7枚銑及び母扱からのzl･派Lは窄
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えていfLい｡文王汁Xする三富:JT二位定 t'良立 し1Lゝ巻
舌がかかろうし坑内水の正銘伝暮理J.tZ47LSである

8のあ以上のtzlさ柑 岱hLlJ々の兜軌朋 に於いて一

斗J=成 り立つL..のでほ'=̀-｡

今軸 打毒も水中L=StL こ̀書台の欠脚 の二傍を

示十.使用し●二召す丁書は椛粥 fW 発てある｡

り

弟57( 亀大枚JいけP

一和典(チ)I】∞ftも姓 -一一一一-

2) 枕円.こ放ける肘 】

任用罪鼓普 5ccV 48JLJ･,坑内Il庶 30でC ■事発電

焦すY噸 列

EtJt-幸夫E l喉 不実朔

玖上の=餌から分る通 り政T=発故解を用'.､てもzkの

脚 .=より非甘.二品つ7こ玖珂を持ているので水がある

領所では発良器の控力は低下ナろがその鞍TrJ･i:'の位

である小ということは斬定日菜ないことが明らかであ

る■

∈て 2).ニ述べ こ̀如 き屈折での究甘作男1:ほ脚

Jlを用いること巨件JJl焦菱''_'わlタであるからかかる鵜

合は絶版 の莞皇･'エビニーJbJfnẐ肺 ､括抜取 三笠串

に出すか又は鮎稚チープ こて蔽 う如 くして文抵作真を

行 う- さである｡

然 しビュー,,綿も古事にある<ソホールが川畑 とtL

る｡その舛L亀式辞は次の如 くILつ1こbd)

JUらピソホー/-の軌 ､ビニール糊 は抽めてtBjSfJ

肺

N 『 Jlt･～

ll-ll
III IlIA.I
I.i.i⊥=-巧iこ山一 LI●■■■

= ■-

ホ 11 回

52Jt･'_/示すが ttソーー d̂tlOTnに lGEhLとこ{_'ると暮
班に悪 く,なりさml:t佃では提琶紺 佐用の書をこ同

軌 こfLる.即ち ピ ソホ ーIL･の無いビェーJI･糊 を用い

柑 _'水中JZいは水のg'･Ⅷ方での宅筑先払 ま野 bLで

行えるbけである｡

挿 Si

】馳 屯汁ある社台の軌 発払 二於p..l=不発漠Bl̂Z充

蓬する現生は知られているがこの世弧 二℃泉下管の発

火特ti和書,花婿脚 W及び点火時間のそれぞれの串

均す茨び分故を斗入 Ll=Fイナ ミカル1_'ものは!_.J.､つ

'こ｡そこでこのダイナ 1カルT_1考え方(=より不実咽

の芙生の恥 L̂荘式的:二ヰH =｡この丑式L=よる打y

Llと飛魚SとはかfLりよく･一･･鼓する鮎 を示 し●二.'

然 し実良兄良で畑 T.IrJのは IO0回の発鼓陳 のう

ち何軒 兄Iz生ずるかという不莞々生の丘半では･'Lく

題t亘l毎回の発破が失敗fLく行われる附 且つ1才るこ

とである.kSL二の膳 もか11り百87-Lので-丑にR

EEで市正されてrる莞故否々使用 してP.脚 it

℡廿をi暇1ある屈牙で刃故己でT=齢 発鼓車の推力は

どれ位低下するか･'(大様.feに故対 し一二こころ大体記銘

佑力の半分以下fLら先ず大丈夫 というここ.ニlLるが坑

内水の鰍 井の姐の休作によりこのBEは非甘l:Aるの

で一般論として は放 り止Jこな い .

】尉史の5,..個所での花攻究軌 二はピソホールの無い

'Lそ

3〆 .T(aClie･証 l=覆 す時向 LE熊308 好枝 浸:･fLい拡艮 ′T書七 枚 とt n 5Ⅰ7 52.1 52.0 SL8 49.b LaO 5a2 5し7 51O Sl.9 .;≡.2

ttfI† ℡ 辞 拷 焚 Q TT5 738 Tb.3 774 70.0 11! 70Z TO.8 TO,1 88.5 5a.0

7(aCH8萩中に鼓したZr位Et Tb4 8巳o Tb3 77.4 699 71.0 69.9 TDt' 7〇.0 cab r 5

ポaC)舟液中にまして30分O - aL5 - - - - - 1 - - 一

兎 大 出 L'■ I/■ E/～ JE/～ A/A. ZI/b ぴ■ = 44 '一'b ;～ al

a)的CJ にます上ワ-タに19仝摂tt亡;Pt化する9>で兵火扶FJ>YlやlこJ'<耗rH･2eOe にTL与如 く相B

棟伏せにL93PLL最大させも｡こJD2COD とい う俵は g-タ右､叫で.-50tNの叱q7r甘三･･P つ L_淀4すむ

化J>Kて3)もo
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同 穴TRITTの不灸 に双 て 153

ビニール附 曳gf廿Xz用い粁搬部は豊中に出して に免う阿 F常E=大fLるものがある｡之呼の好氏,=軒aZ.

TZくか文は絶坂チープケ軌 て〃J''.れほ乾鎌状憩に於 lLる挑悪を胡する｡

Llる発散と捕じ程度の先払が行bl,Lる｡杜棚 I:は

コyアンサー式好鼓容を岨Rする牧舎でもそのTR圧の

}Iを考えて居りTBLfのみlこ左右∈TLるが如き緒Jbfztil

して居るが姫背にはコソFyサーの容灘も考rtに入れ

ら-さは各♯Z=て述べ●こ送りである｡

木研究な行っE=あ丁こり終仏間獅耳を賜つT=工学紳士

8野帳坤氏に許く野礼印し上げる｡又枕木鼓民の鞭

満山英刊氏の助す,石川正拾於.加俸群晩丘の切協力

]) 木J下四侍 工火fBlS懲 Zか (昭29)I)5番qRf
(昭29)】6世】p-I(昭3O)

2) 石山食入 れ衣右22サ (昭28)

3) 山Bl正伸叶 工欠如 4怨3弁 (哨28)

A) 盾不 死 九州鉦LIJ学食ZS2[怨 FI,,I(咽28)

5) E]化肝辞 J..1952-20サ

6) 日収析火研 ^節51-58Y-

電 気雷 管 の不 発 に就 て

滞電容丑並に絶牧抵抗に関する実験 (其の-)

(昭和 381㌢7月】8日 受Zt)

llr l11 氾 車 ′ト L.;L.脚 韻

(El本北野確式金光と安打仲空所)

l Ri te

従来稚気q!甘･'_p斉発させ■二時不発を生ずるE(医はク

ーケ-ー/'lこ放るものである抑 ま周知の事実 であった

那.邦の技高J,q野の蜘 L=法るものであるとの学院も

弗兼吉tt,之に対しGl々 粥由され''.:馳 琴在の所不

発の原因は9-ケ-ゾに放るものである事は砧等であ

るが,高畑転に鋲るものである琳 主来11枚認されてい

TL卜様である｡

燃し乍ら多散発括線胤特に放てワーケー>-が全 く無

いと想仲己YLる切羽に溌いてもI杯 発を生ずることが

あると･Iれほ牝のJ牌 が何であるかを臨求1る必要が

習5)ちか に ｡

CE頚革は允の目的に印し花束官管の糊 問又は究畝

LnE古ZE臨全体と7-スとの静7(畷濃に閑し突放を待つ

l'こE,井の脚 段間文は7㌧ 大の問!:耗TE串大rlる鉱

石闇が存在する時は棚 間が,ンfソサーの作用i･

なし現れẐチャージアップし花泉市野が不発となる可

馳 thるホfz慰め,丈にコソfソナー塾rH火打の依

力W .汲並(:使用法::準正,-2加えろ必碇がある7F7:E埋

め こ̀e

A 実 giの 積 弊
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米実験に於では次の各綿の失政な行つT_｡

(棚 部-) 鉱石常甲t二於る欄 間の酔態写真の判

定｡

TR九百管をポアdl-r,:=純IJlする時 くり粉が粥扱TuJ

に介在する噂合がある｡比の時の肝扱riffの粁{留ta々

双搾 した.

(失政弟二) 糊 r.Zの祈℡昏淫の不発t=及ぼす取

成｡即ま那7Iの18)花谷虚がとの虻迄大きplitは共のtF博

が不三掛二なるかと℡う事を･先晩し'に｡

く失政抗三) 膨 済発火喝托･'i･fFL,一二場合の夙和の

商社雷魚と不発串の関係｡

脚挟間に那花畷j如1ある硯合コyデyサーの如き急

激な輝 守請を絹つ点火密と現地の如き推 し7..H'1顔

形野花流を持つf■).火辞こと†}らが省糾であるかT_?釆幹

し◆こ｡

く爽政灘也) 多舶 綴血相の蜘托相互叩並t:大地と

のy?Ⅶ零JEの桝 ｡

甜菜を続はLTこlEZl軌 こ放て担t格和左rHTの淋花管見並

に大地に付する瀞屯留Iの大いさtlP各組の横枠(:就き

即をし,光臨那二の堵合と比収LTこ｡

く契魚群五) 発色蛸 の族他抵抗の沌躍｡

印発f_･,砥列(=拙映した郡 長に放て回路相互TiEIの栂は

勧 並に荘稚援抗を各攻の抜件に放て析 し'に｡




